
平成 30年 10月 17日
緑 区 連 会 資 料

横浜市経済局消費経済課

緑区の高齢者の消費者被害の
状況について (お知らせ)

趣旨

区別の状況が分か りましたので、お知 らせいた します。現在、緑区では、高齢者人口

の増加率を大きく超えるスピー ドで、高齢者か らの消費者被害件数が急増 しています。
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―■-60歳 代相談件数

―●-60歳代 人口

―‐-70歳以上人 1

<緑区における高齢者の消費生活相談と人口の推移> H21を 100と した指数

平成 21年度と比較して、平成 29年度は、

70歳代以上の人口は約 4割増ですが、相談は約 7割増

60歳代の人口は約 1割減ですが、相談は約 4割増

昨今は、独居の高齢者の方も多く、消費者被害に遭っていることにご本人が、気が付

いていない場合や、気が付いていてもご自身では解決できない場合などがあります。ま

た、同居のご家族がいても、被害に気づきにくく、被害が大きくなる傾向があります。

裏面あり



2 高齢者の消費者被害は多額になる傾向があります。
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未成年者  20歳代  30歳代  40歳代  50歳代  60歳代  70歳代  80歳以上

でも支払ったケースを集計

消費者被害に関するご相談は

横浜市消費生活総合センター 電話

地域の高齢者を消費者被害から守るため、‖ごろのお付き合いの中で、11か変わった
様子があオlば、声をかけ、必要に応 じて横浜市消費生活センターをご紹介くださるよ
うお願いいたします。

平均支払い金額

98万 円

※平成 29年度中に横浜市消費生活総合セ ンターに寄せられた相談のうち、実際に 11[|

【ご近所の日●書r●き込まれやすいトラブリ

"

EH10おしいさん
が作口●の0つね
と麟して0のを腱
″けたよ。

『点検』と言って訪問して高
額な契約をせまる商法があり
ます。

日ごろのご近所付き合いの中
で、「おや ?Jと 変わった様
子があオlば、声をかけてみて
ください。


